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「水桜会だより」2022 春号                              令和 4 年 3 月  

ご挨拶 

水桜会会長  内田 暖(S45 高)  

早春の候、コロナ禍色々な面で行動が制約される日々が続いておりますが、皆様におかれましてはお変わり

なくお過ごしのことと拝察いたします。 

コロナ禍で全ての水桜会行事、現役の活動も制限を受ける状態が続いており、いつ終息するか誰も予想すら

できない状況です。このまま収束が遅れ、このような状態が長期間続くことも考えねばなりません。 

今年の「オール学習院の集い」は一昨年、昨年同様に中止となりました。五部対抗も開催準備はするものの、

学校側の許可が下りなければ中止せざるを得ません。 

現役活動も学内施設使用に制限を受けているので、外部施設利用がどうしても必要となっております。 

現役への経済的支援は十分とは言えない状況です。学校からの補助金はわずかなもので、現役学生の負担を軽

減させる為にも、水桜会としての支援は必須なものと考えます。しかし、その財源を水桜会々費に頼る現状で

は、大幅増加は期待できません。もしこれがマイナスに転じたら、水桜会の存続すらも危ぶまれてしまいます。 

この問題の解決策として、会費未納者の数を減らすべく、会員の皆様に会費納入のご協力をお願いする次第で

す。男女高等科の卒業生は水桜会が大学水泳部の OB・OG 組織という間違った認識をお持ちのためか、水桜会

会員という意識が低いように思われます。 

財源を水桜会として寄付を募ることも一つの方法です。しかし、寄付を継続的に毎年お願いすることは難し

いように思われます。会費という形で集め、まとまった金額にすることを目標に今の形を続けていく所存です。 

終始お金の話になってしまいましたが、これからも皆様のご理解、ご協力を切にお願いいたします。 

 

 

 2022年度 総会のご案内（オンライン開催）  

2022 年度もコロナの影響で「オール学習院の集い」が中止となりました。それに伴い、目白大学構内にお

ける水桜会総会が開催できなくなりました。昨年に引き続き、オンライン総会を開催いたします。 

皆様と顔を合わせての総会が望む形ですが、致し方ありません。オンラインでの開催の利点としては、国内外

いずれのお住まいの方でも参加いただけることです。水桜会も時流に乗って、前に進む努力をしています。 

ご都合のつく方はぜひ参加いただき、忌憚のないご意見をお願いいたします。 

日時 ：2022 年 4 月 17 日(日) 15：00～ （Zoom） 

詳細は別途お知らせをご確認ください。よろしくお願いいたします。 

 水桜会事務局 渡邉 マリ（S48 女高） 

 

2022年度 五部対抗水泳大会について  ※開催については現在検討中、夏号にてお知らせ予定。 

H27 競泳部門卒の柏木と申します。卒業から早 7 年が経ち水泳部の活動の日々は昨日のように思い出されま

すが、五部対抗は私にとって学生生活を思い出させてくれるイベントの一つです。現役生との交流はもちろん

のこと、OB・OG 同士のつながりも醍醐味です。特に若い OB・OG にとっては社会人となり困難にぶつかること

も多いかと思います。エネルギッシュな現役生からパワーをもらい、同じ境遇で奮闘している OB・OG との交

流を通じて、また明日から頑張ろう、という気持ちにさせてくれる場になると思います。旧交を温める場が失

われていることは残念という他ございませんが、また皆様とお会いできます日を心待ちにしております。  

 柏木 良太（H27 大 sw） 
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大学水球部門  

OBの皆様には大変ご無沙汰をしております。コロナ禍 3シーズン目に入ろうとしていますが、それにより大

学水球部門の弱点を抉られたように感じています。 

一つ目は部員の獲得です。昨年度は、4年 2 人、3年 2人、2 年 3人に高等科競泳から 4 名の新人が入部しま

したが、公式戦１ヶ月前から大学プールの使用を認めるということで練習不足は否めない状況でした。リーグ

戦では重要な試合でスタメン 2 名が永久退水となり、二部 5 位という結果に終わりました。高等科に水球が無

くなって、他校の水球経験者で入学してくれる学生を一人でも二人でも増やす必要を痛感しました。昨年末、

浅見コーチ、星副主将に広島に出張し、修道高校はじめ数校の関係者に受験を依頼してもらいました。併せて

SNS上での PR を展開、少しでも多くの学生が入ってもらえればと思っております。 

二つ目は合宿ができなかったこと。我々指導者と学生達、そして学生達の中でもコミュニケーション不足が

生じ、毎年合宿を数回行う時とは明らかに違います。今年は合宿を是が非でもやりたいと思っております。 

三つ目は OBとの交流です。OBの応援、激励や厳しい叱責に触れることが学生達の成長には欠かせません。 

今季は、せめて少人数にしても OBの皆様と現役の交流を図りたいと思っております。 

今季は、1 月～2 月一杯、大変費用は嵩みますが千葉国際水泳場をレンタルした集合練習、その他レベルに

応じて、早稲田大学、上智大学、外部コーチをお願いしている徳本さんがジュニアを指導する川口スイミング

クラブ等に分かれて練習をしています。（ジュニアと言っても中学生は、大学二部上位に近いレベルです。） 

2 月 14日にプール掃除を済ませ、以降注水、ボイラー稼働、水質検査等を経て、3 月 1 日からプール使用可能

となる予定です。コロナが新たな展開がなければですが、3 月の上旬には 1 週間程度基礎や基本動作を中心に

した合宿を目白で実施する予定です。また、3 月 19 日～21 日の 3 日間、浜松市総合水泳場にて地域の強豪高

校数校と合同の練習を行う予定です。さらに、リーグ戦前にも再度合宿を実施し、チームプレイに磨きをかけ

ていきたいと思っております。OBの皆様には是非引き続きご支援のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

水球部門監督 辻井 敏博（S51 大 po） 

 

大学競泳部門  

今年に入り再度練習が思うようにできない状況となりました。この様な状況でも引き続き練習環境をご提供

いただいた高等科の方々には感謝の気持ちを込めて、厚く御礼申し上げます。 

我々水泳部競泳部門も、昨年からの緊急事態宣言等に伴い幾度も活動ができない状況となりました。試合も

度々中止となり、昨年からの大会・記録会の数は片手に収まる程度の回数しか行われていません。そんな中で

も昨年末行われたウインターカップではベストタイムで泳いだ選手が多いことから、練習を継続し、練習がで

きていない状況にもめげずに真摯に水泳と向き合っている選手が多いことがわかります。この一年で学生達の

メニュー作成や環境作りの上達がはっきりとわかる結果でもあります。本来１年をかけて完成させるトレーニ

ングを選手の状態を見て臨機応変にメニューの組み立てを行える様になっています。再び大会が中止となる可

能性がありますが、この 2 年間を耐え抜いた彼らが簡単につぶれる様なことはもうありません。 

夏に大会が開催されることがまだわからない状況での執筆となりましたが、大会会場にて全力を出し、満足

の笑みを浮かべる選手の夏があることを願い、応援いただければと思います。 

競泳部門コーチ 村田 陽甫（H26 大 sw） 

 

男子部水泳部  

水桜会の皆様におかれましては、日頃より中・高等科水泳部にご支援くださり、感謝申し上げます。 

8 月以降、中等科水泳部は感染状況に応じて規模を縮小しながら練習を行いましたが、それでも試合を行う

ことができました。筑波大附属中学との定期戦は、昨年度は例年同様の形式で 8 月 28 日に女子部を会場とし
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て実施することができました。敗れてしまいましたが、これで通算成績は学習院の 35勝 36 敗となり、また来

年に向けて大きな目標としていきたいと思います。 

 10 月に行われた東京都中学校学年別大会では、1 年生 1名が 50m平泳ぎで 38 秒 26で第 8位に入り、チーム

で唯一入賞を果たしました。また、11 月 14 日に行われた成城学園中学校との定期戦が 3 年生の引退試合とな

りました。結果は、学習院が勝利を収めることができました。 

 新体制となって初めての試合は立教池袋中学校が都内の何校かを招き開催してくれた合同記録会で、こちら

では普段あまり機会のない長水路でのレースを経験することができました。 

一方、高等科水泳部では夏休み中に部活動ができず、その様な先の見えない情勢の中でも 11 月には複数の

大会に参加することが出来る様になり、多くの部員が貴重な経験をすることができました。さらに高等科も立

教で行われた合同記録会に参加させて頂き、後輩達や他校の選手の泳ぎから刺激を受けることができました。 

 今後も感染状況を見ながらの活動となりますが、変わらぬご支援のほどよろしくお願いいたします。 

男子部コーチ 齋藤 快（大学競泳） 

 

女子部水泳部  

2021 年夏季の活動報告をさせて頂きます。 

7/27～28、都中学が千葉国際水泳場で開催されました。制限タイムが厳しく、400ｍＦＲ、400ｍＭＲ、個人

種目は 1 名出場の中、中二 1 名が 200Ｆｒと 400ｍＦｒで関東中学出場を決めました。部は 8 月の試合期へ向

け、8/2～5に強化練習を実施（午前中のみ）。 

そして高等科は十六校対抗水上競技大会へ出場。今回は辰巳開催が叶わず、また春季大会が中止となった時

点で都立駒場の水泳部顧問の先生が、学校開催の可能性を模索され、感染対策を考慮した運用のもと、学校開

催が実現されました。8/8～11に予選、14にリレー、15 にＡ・Ｂ決勝が行われ、出場選手はほぼ全員自己ベス

トを更新。決勝進出者も多く、400ｍＦＲでは 3位という好成績を残しました。 

8/15 は新宿区民大会へ中等科が出場。規模縮小の為、五種目へ 5名が出場。一位 4名、二位 1名の結果でし

た。8/17～20、念願のインターハイに高二 1 名が 400ｍＩＭに出場。16 位と健闘しました。 

8/28 の中等科附属戦では、今年度は全ての種目が行われ、134 対 56で勝利。三冠も手中に収めました。 

今夏も厳しい環境下ではありましたが、練習、試合を、皆様方のご尽力により行うことができたことに感謝

し、次の試合期へ向け精進して参ります。皆様には引き続きご支援の程、よろしくお願い致します。 

女子部コーチ 時谷 一滋（S61高） 

 

会員だより   

※水球・競泳・男子部・女子部水泳部出身の会員の皆様からのメッセージを紹介します。 

石川 正孝（S55 大 po） 

S55年卒業の石川です。30 年にわたる転勤生活を終え 5 年前に東京に戻ってきました。やっと昔の仲間と 

会えるようになって聞いた話は、「選手の数より倍以上マネージャーがいて、いまや完全にサークル化して 

いる」との状況でした。飲み会等の席では、「水桜会をやめようかと思っている」と言う人が何人もいて止 

めはしましたが、非常に寂しい限りと感じていました。その後、縁あって水桜会理事となったのを契機とし 

て現役の試合を何度か観戦する機会に恵まれ、現状は「体育会系水球チーム」に見事に再建されている事に 

感銘を受けました。辻井監督を始めとする首脳陣の並々ならぬご尽力のお陰であり、心より敬意を表します。 

現在は、コロナ禍で十分な支援も出来ませんが、収束後は、仲間を誘って試合の応援や目白プールにも顔 

を出して現役が頑張っている事を広く情宣しつつ、積極的に支援していこうと思っています。 
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山本 玲子（H01 大 sw） 

水桜会理事をさせて頂いております山本玲子です。このコロナ禍で、現役の皆様は様々な制約の中、部活動

を継続しており本当に大変な事だと思います。水桜会の活動も従来のように進めることが出来ず、全ての皆様

が歯がゆい思いをしていらっしゃると思います。 

私が現役の頃は（30年程前ですが）何の心配もなく部活動に取り組めておりました。当時大学女子水泳部は

競泳とシンクロナイズドスイミング（現在アーティスティックスイミング）を半分ずつ行っておりました。 

私が大学 3年時には、ロサンゼルスオリンピック（1984 年）のソロとデュエットで銅メダルに輝いた元好（現

本間）三和子先生が学習院大学の講師として赴任され、監督として大学女子水泳部を指導して下さいました。

日本のトップアスリートである先生のお言葉は私達の心に響き一生の糧になったと思います。 

 今後コロナが収束し、水桜会の活動により現役の皆様を支えることが出来るようになることを切に願います。 

 

物故者(敬称略)   

斎藤 学(S35大)1990       工藤久忠(S35大)2020.6.12   井上清成(S38高男)2020.2.15          

関根玲子(S53 大)2021.12.5                     ご冥福をお祈り申し上げます。 

                               

訃報 関根玲子さんを偲んで(昭和 53年大卒、大学女子監督・理事活動に長年従事) 

関根さんとは長年にわたり、ともに水桜会理事を務めさせていただきました。 

水桜会のイベントでは、よく一緒に受付を担当させていただき、私が先輩方のお名前を思い出せない時も、

スマートにフォローいただいたのもいい思い出です。理事会の会場に到着する時間が近く、隣の席になること

も多く、プライベートなお話も沢山させていただきました。水桜会の集まりの場では、関根さんが何かをして

くださっている時はまだやるべき準備が残っている、と関根さんの行動を参考にさせていただいていました。 

今でもお喋りを楽しんだ、あの時間が鮮明に思い出せます。もうお会いできないと思うとさみしい限りです。 

小池 純子（H12 大 sw） 

 

  年会費納入のお願い  

 日頃、水桜会の活動にご支援ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

多大なるご尽力に感謝しつつ、「強い学習院水泳部」の実現に向け、引き続きサポートして参ります。 

収支の詳細につきましては、総会資料をご参照ください。 

＜2022年度年会費納入のお願い＞ 男女共通 10,000 円（大学卒業後 5 年は 5,000円） 

- 自動引落の方 ：2022 年 5 月下旬にみずほ銀行より引き落とし 

- 自動引落以外の方 ：2023 年 1 月末日までに以下へ振込 

みずほ銀行  店番 532（九段支店）普通 2134557 水桜会 

ゆうちょ銀行 店番 019（〇一九店）当座 0654842  学習院水桜会 

会計 小池 純子（H12 大） 連絡先：090-7413-4382 

 

水桜会情報は、桜友会ホームページに掲載しています。 

 
桜友会ホームページ内の水桜会ページ にて、「総会議事録」「水桜会だより」「現役レポート」「特別寄稿」等を 

ご覧いただけます。 

検索方法 ⇒ 学習院桜友会 →運動部 →水桜会(水泳部) 

    

＜水桜会事務局＞ 渡邉 マリ（S48女高） 

〒158-0081 東京都世田谷区深沢 8-14-21 

電話 070-5451-9148 

mrwtnb0109@md.point.ne.jp 

 

 

こちらの QR コードより 

ご覧いただけます。 
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